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項目(番号は改定前) 工事完成図書の電子納品等要領 本編  R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 本編  R5.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R5.3 第 1 版 

理由 

頁 内容 頁 内容 

【改定履歴 】 

 

表紙裏  

 

表紙裏 以下の版を追加 

要領・基準名称： 

工事完成図書の電子納品等要領 令和 5 年 3月 

改定版発行 

 

1.適用 解：1 電子成果品に位置づける書類、電子検査を行う工事書類、及

び電子成果品のフォルダ構成は、共通仕様書及び電子納品等

の運用を定めるガイドライン（以下「ガイドライン」という。）

に示す。 

解：1 電子成果品に位置づける書類、電子検査を行う工事書類及び

電子成果品のフォルダ構成は、共通仕様書及び電子納品等の

運用を定めるガイドライン（以下「ガイドライン」という。）

に示す。 

文中の「、」を削

除 
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項目(番号は改定前) 工事完成図書の電子納品等要領 本編  R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 本編  R5.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R5.3 第 1 版 

理由 

頁 内容 頁 内容 

2.用語の定義 本：2 

解：2 

本要領に使用する用語の定義は、次に定める所とする。 

• 納品とは、受注者が発注者に工事完成時に成果品を納める

ことをいう。 

 • 電子成果品とは、電子的手段によって発注者に納品する成

果品となる電子データを いう。 

 • 電子納品とは、電子成果品を納品することをいう。 

 • オンライン電子納品とは、情報共有システムに登録された

電子成果品をインターネ ット経由で納品することをいう。 

 • 電子検査とは、書類を紙に出力せずに電子データを利用し

て行う検査をいう。  

• 発注図とは、入札に際して発注者が示した設計図、発注者

から変更または追加され た設計図及び設計図のもととなる

設計計算書等をいう。ただし、詳細設計を含む工 事において

は契約図書及び監督職員の指示に従って作成したものを発注

図とするこ とができる。ただし、本要領で設計計算書等は対

象外とする。 

 • 施工計画書とは、工事着手前に受注者から提出される工事

目的物を完成させるため に必要な手順や工法等について記

載した文書及びそれの添付資料(文書、図面、写真) をいう。 

• 打合せ簿とは、共通仕様書に示す書面に該当し、施工中に

受発注者間で手書き、印 刷物等や情報共有システムを利用し

て電子的に授受される伝達物をいう。 

 • 工事写真とは、工事着手前及び工事完成、また、施工管理

の手段として、各工事の 施工段階及び工事完成後目視できな

い箇所の施工状況、出来形寸法、品質管理状況、 工事中の災

害写真等を「写真管理基準(案)」により撮影したものをいう。

なお、工事 写真の電子データは「デジタル写真管理情報基準」

に基づき作成する。 

 • 着手前及び完成写真とは、着手前と完成時の写真をいう。 

• 出来形管理資料とは、測定結果総括表、測定結果一覧表、

出来形管理図表、出来形 管理図、出来形管理表、度数表等を

いう。 

 • 品質管理資料とは、品質管理表、測定結果総括表、測定結

果一覧表、品質管理図、 度数表等をいう。 

 

 

本：2 

解：2 

本要領に使用する用語の定義は、次に定める所とする。 

・納品とは、受注者が発注者に工事完成時に成果品を納める

ことをいう。 

・電子成果品とは、共通仕様書に定める工事完成図書のうち、

電子的手段によって発注者に納品する成果品となる電子デー

タをいう。 

・電子納品とは、受注者が発注者に、電子成果品及び工事帳

票を納品することをいう。 

・オンライン電子納品とは、情報共有システムに登録された

電子成果品をインターネット経由で納品することをいう。 

・電子検査とは、書類を紙に出力せずに電子データを利用し

て行う検査をいう。 

・発注図とは、入札に際して発注者が示した設計図、発注者

から変更または追加された設計図及び設計図のもととなる設

計計算書等をいう。ただし、詳細設計を含む工事においては

契約図書及び監督職員の指示に従って作成したものを発注図

とすることができる。ただし、本要領で設計計算書等は対象

外とする。 

・施工計画書とは、工事着手前に受注者から提出される工事

目的物を完成させるために必要な手順や工法等について記載

した文書及びそれの添付資料(文書、図面、写真)をいう。 

・打合せ簿とは、共通仕様書に示す書面に該当し、施工中に

受発注者間で手書き、印刷物等や情報共有システムを利用し

て電子的に授受される伝達物をいう。 

・工事写真とは、工事着手前及び工事完成、また、施工管理

の手段として、各工事の施工段階及び工事完成後目視できな

い箇所の施工状況、出来形寸法、品質管理状況、工事中の災

害写真等を「写真管理基準(案)」により撮影したものをいう。

なお、工事写真の電子データは「デジタル写真管理情報基準」

に基づき作成する。 

・着手前及び完成写真とは、着手前と完成時の写真をいう。 

出来形管理資料とは、測定結果総括表、測定結果一覧表、出

来形管理図表、出来形管理図、出来形管理表、度数表等をい

う。 

・品質管理資料とは、品質管理表、測定結果総括表、測定結

果一覧表、品質管理図、度数表等をいう。 

・文言を修正 
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項目(番号は改定前) 工事完成図書の電子納品等要領 本編  R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 本編  R5.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R5.3 第 1 版 

理由 

頁 内容 頁 内容 

2.用語の定義 － • 工事帳票とは、施工計画書、打合せ簿、品質管理資料、出

来形管理資料等の定型様 式の資料、及び打合せ簿等に添付し

て提出される非定型の資料をいう。 

 • 工事書類とは、工事写真および工事帳票をいう。 

 • 工事完成図とは、出来形測量の結果及び設計図書に従って

作成した図面をいう。な お、工事完成図の電子データは「CAD 

製図基準」の規定に基づき作成する。 

 • 台帳とは、設計図書に従って工事目的物の完成状態を台帳

として記録した工事管理 台帳をいう。工事管理台帳は、工事

目的物の諸元をとりまとめた施設管理台帳と工 事目的物の

品質記録をとりまとめた品質記録台帳をいう。 

 • 工事完成図書とは、工事完成時に納品する成果品をいう。

なお、電子成果品は、ガ イドラインに基づき作成する  

 

本：2 

解：3 

・工事帳票とは、施工計画書、打合せ簿、段階確認書、工事

履行報告書、材料確認願、品質管理資料、出来形管理資料等

の定型様式の資料、工事打合せ簿等に添付して提出される非

定型の資料をいう。 

・工事書類とは、工事写真および工事帳票をいう。 

・工事完成図とは、出来形測量の結果及び設計図書に従って

作成した図面をいう。なお、工事完成図の電子データは「CAD

製図基準」の規定に基づき作成する。 

・台帳とは、設計図書に従って工事目的物の完成状態を台帳

として記録した工事管理台帳をいう。工事管理台帳は、工事

目的物の諸元をとりまとめた施設管理台帳と工事目的物の品

質記録をとりまとめた品質記録台帳をいう。 

・工事完成図書とは、工事完成時に納品する成果品をいう。

なお、電子成果品は、ガイドラインに基づき作成する。 

・オリジナルファイルとは、CAD、ワープロ、表計算ソフト、

3 次元モデル、点群データ、スキャニング（紙原本しかない

もの）によって作成した電子データ等」のことをいう 

 

・オリジナルフ

ァイルについて

追加 

 

3.フォルダ構成 本：3 

解：4 

・「BIMCIM」フォルダには、BIM/CIM に係る電子データファイ

ルを関連する要領等に従い格納する。 

本：5 

解：5 

・「BIMCIM」フォルダには、BIM/CIM に関する電子データファ

イルを格納する。「BIMCIM」フォルダの下に「DOCUMENT」、

「MODEL」のフォルダを置く。「MODEL」フォルダの下に

「LANDSCAPING」、「GEOLOGICAL」「 ALIGNMENT_GEOMETRY」、

「STRUCTURAL_MODEL」、「IMAGE」、「REQUIREMENT」のフォルダ

を置く。格納する電子データファイルがない場合は作成しな

い。また、各フォルダの下位にサブフォルダを作成してもよ

い。 

（中略） 

外部参照を行う場合は、相対パスを原則とする。 

文言を修正 

 

外部参照を行う

場合について追

加 

3.フォルダ構成 本：3 

解：4 

フォルダ作成上の留意事項は次の通りとする。 

•フォルダ名称は、半角英数大文字とする。 

•「REGISTER」及び「OTHRS」フォルダ以外の各フォルダは、

「ORG」オリジナルファイルフォルダ内に対象ファイルを格納

し、「ORG」オリジナルファイルフォルダの中で階層分けは行

わない。 

本：6 

解：6 

フォルダ作成上の留意事項は次の通りとする。 

•フォルダ名称は、半角英数大文字とする。 

•「REGISTER」及び「OTHRS」フォルダ以外の各フォルダは、

「ORG」オリジナルファイルフォルダ内に対象ファイルを格納

し、「ORG」オリジナルファイルフォルダの中で階層分けは行

わない。 

•規程されていないフォルダに保存したデータは、電子納品保

管管理しシステムに登録されません。 

規程されていな

いフォルダに保

存したデータに

ついて追加 
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項目(番号は改定前) 工事完成図書の電子納品等要領 本編  R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 本編  R5.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R5.3 第 1 版 

理由 

頁 内容 頁 内容 

3.フォルダ構成 解：5 【解説】 

・「DRAWINGS」フォルダは、発注者が図面管理ファイル及び発

注図の電子データを格納して受注者に貸与するためのもの

であり、受注者側にて新たに作成する必要はない。 

・「OTHRS」フォルダにはガイドラインで示す書類を作成する

際は、その他管理ファイルを格納する。「ORGnnn」オリジナ

ルファイルフォルダは、ガイドラインで示す書類を格納す

る場合に複数作成することができる。 

・「REGISTER」及び「OTHRS」フォルダの、「ORGnnn」オリジナ

ルファイルフォルダ内には任意でフォルダを作成すること

ができるが、階層は、「7.1 電子成果品」において使用を原

則とする CD-R の論理フォーマットの制約からルートから

階層の制限は無いが、全体のパスの文字数は 120 文字まで

となることに注意する。 

・オリジナルファイルとは、「CAD、ワープロ、表計算ソフト

等で作成した電子データ」を指す。なお、PDF ファイル等

を含む。 

・各要領に記載されていないフォルダについては作成しない。 

・本要領や他の要領はホームページ等で確認し最新のものを

入手すること。また、正誤表等についても、確認すること。 

解：6 【解説】 

（１） 一般 

・オリジナルファイルとは、「CAD、ワープロ、表計算ソフト、

及びスキャニング（紙原本しかないもの）によって作成した

電子データ等」を指す。 

・各要領に記載されていないフォルダについては作成しない。 

・本要領や他の要領はホームページ等で確認し最新のものを

入手すること。また、正誤表等についても、確認すること。 

（２） 「DRAWINGS」フォルダ  

・「DRAWINGS」フォルダは、発注者が図面管理ファイル及び発

注図の電子データを格納して受注者に貸与するためのもので

あり、受注者側にて新たに作成する必要はない。 

（３） 「OTHRS」フォルダ 

・「OTHRS」フォルダにはガイドラインで示す書類を作成する

際は、その他管理ファイルを格納する。「ORGnnn」オリジナル

ファイルフォルダは、ガイドラインで示す書類を格納する場

合に複数作成することができる。 

（４） 「REGISTER」フォルダ及び「OTHRS」フォルダ 

・「REGISTER」及び「OTHRS」フォルダの、「ORGnnn」オリジナ

ルファイルフォルダ内には任意でフォルダを作成することが

できるが、階層は、「7.1 電子成果品」において使用を原則と

する CD-R の論理フォーマットの制約からルートから階層の

制限は無いが、全体のパスの文字数は 120 文字までとなるこ

とに注意する。 

 

・スタイル追加 

 

・文言の修正 
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項目(番号は改定前) 工事完成図書の電子納品等要領 本編  R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 本編  R5.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R5.3 第 1 版 

理由 

頁 内容 頁 内容 

3.フォルダ構成 ― ― 解：7 （５） 「BIMCIM」フォルダ 

BIM/CIM 対象工事における 3 次元モデル等の成果品の構成を

示す。 

・フォルダ構成ならびにフォルダ名は、下図を原則とする。 

・格納するファイルがないフォルダは、作成する必要はない。 

・各フォルダにはサブフォルダを設けてよい。 

・リスクのシミュレーション等で使用したデータ（MR/AR）は、

REQUIREMENT フォルダに保管する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1  3 次元モデル等の成果品フォルダ構成（BIM/CIM 対

象工事） 

BIM/CIM フォル

ダ追加 
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項目(番号は改定前) 工事完成図書の電子納品等要領 本編  R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 本編  R5.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R5.3 第 1 版 

理由 

頁 内容 頁 内容 

3.フォルダ構成 ― ― 解：8 １） DOCUMENT 
「DOCUMENT」フォルダには、「BIM/CIM 実施計画書」等を

格納する。 

 

２） MODEL 
「MODEL」フォルダには、受発注者間協議により決定した

3 次元モデル（統合モデル）を格納する。３次元モデル

を個別に作成している場合等は、それぞれ以下のサブフ

ォルダに格納する。 

 

（A）LANDSCAPING 

「LANDSCAPING」フォルダには、地形モデル（広域を含む）を

格納する。 

 

（B）GEOLOGICAL 

「GEOLOGICAL」フォルダには、地質・土質モデルを格納する。 

 

（C）ALIGNMENT_GEOMETRY 

「ALIGNMENT_GEOMETRY」フォルダには、土工形状モデル及び

線形モデルを格納する。 

 

（D）STRUCTURAL_MODEL 

「STRUCTURAL_MODEL」フォルダには、構造物モデルを格納す

る。 

 

（E）IMAGE 

「IMAGE」フォルダには、作成した動画やスライド等の資料を

格納する。 

 

（F）REQUIREMENT 

「REQUIREMENT」フォルダには、特別な検討のために作成した

3 次元モデル（設計－施工間の連携を目的とした 4 次元モデ

ル、過密配筋の照査箇所の 3次元モデル等）を格納する。 

BIM/CIM フォル

ダ追加 
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項目(番号は改定前) 工事完成図書の電子納品等要領 本編  R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 本編  R5.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R5.3 第 1 版 

理由 

頁 内容 頁 内容 

4-1.工事管理項目 本：5 

解：6 

表 4-1 工事管理項目（1/4） 

 

 

 

 

 

本：7 

解：10 

表 4-1 工事管理項目（1/4） 

 

 

 

・適用要領基準

を変更 

 

・項目を追加 
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項目(番号は改定前) 工事完成図書の電子納品等要領 本編  R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 本編  R5.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R5.3 第 1 版 

理由 

頁 内容 頁 内容 

4-1.工事管理項目 本：6 

解：7 

表 4-1 工事管理項目（2/4） 

 

 

 

 

 

本：8 

解：11 

表 4-1 工事管理項目（2/4） 

 

 

 

 

 

項目を追加 
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項目(番号は改定前) 工事完成図書の電子納品等要領 本編  R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 本編  R5.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R5.3 第 1 版 

理由 

頁 内容 頁 内容 

4-1.工事管理項目 解：10 【解説】 

（1）基礎事項 

•工事管理項目は、ルート直下の各フォルダに格納された電子

データファイルを検索、参照、再利用していくための属性項

目である。 

•工事管理項目のデータ表現の定義は、｢8-2使用文字｣に従う。 

•付属資料 1に管理ファイルの DTD、付属資料 2に管理ファイ

ルの XML 記入例を示す。 

•i-Constructon データフォルダ「ICON」は当面の間、工事管

理項目の基礎情報には記入しない。DTD の要素としても定義

しない。 

•コリンズ(Construction Records Information System)は、

「工事実績と技術者のデータベース」であり、公共工事の一

般競争入札方式等の入札・契約手続きを支援する。 

解：14 【解説】 

（1）基礎事項 

•工事管理項目は、ルート直下の各フォルダに格納された電子

データファイルを検索、参照、再利用していくための属性項

目である。 

•工事管理項目のデータ表現の定義は、｢8-2使用文字｣に従う。 

•付属資料 1に管理ファイルの DTD、付属資料 2に管理ファイ

ルの XML 記入例を示す。 

•コリンズ(Construction Records Information System)は、

「工事実績と技術者のデータベース」であり、公共工事の一

般競争入札方式等の入札・契約手続きを支援する。 

i-Constructon

データフォルダ

についての記述

を削除 

 

5.ファイル形式 本：16 

解：26 

・各管理ファイルのスタイルシートの作成は任意とするが、

作成する場合は XSL に準じる。 

 

情報共有システムから工事帳票を出力する場合のファイル形

式は、以下のとおりとする。 

本：18 

解：30 

・各管理ファイルのスタイルシートの作成は任意とするが、

作成する場合は XSL に準じる。 

BIM/CIM の電子成果品のファイル形式は、以下のとおりとす

る。 

•地形モデル、線形モデル及び土工形状モデルは、オリジナル

ファイル形式及び J-LandXML 形式とする。 

•構造物モデルは、オリジナルファイル形式及び IFC 形式とす

る。 

•地質・土質モデル及び統合モデルは、オリジナルファイル形

式とする。 

 

情報共有システムから工事帳票を出力する場合のファイル形

式は、以下のとおりとする。 

BIMCIM 成果物モ

デルについて追

記 
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項目(番号は改定前) 工事完成図書の電子納品等要領 本編  R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 本編  R5.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R5.3 第 1 版 

理由 

頁 内容 頁 内容 

5.ファイル形式 ― ― 解：32 ・3 次元モデルの納品ファイル形式を表 5-1 に示す。 

表 5-1 3 次元モデルの納品ファイル形式 

 

 

 

 

 

 

 

3 次元モデルに

ついて追記 

6.ファイルの命名

規則 

本：17 

解：28 

・ファイル名 8文字以内、拡張子 3文字以内とする。各オリ

ジナルファイルの拡張子は、4文字でもよい。 

・工事管理ファイルは「INDEX_C.XML」とし、工事管理ファイ

ルの DTD は「INDE_C08.DTD」(09 は版番号)とする。 

（中略） 

・工事管理ファイルは「INDEX_C.XML」とし、工事管理ファイ

ルの DTD は「INDE_C08.DTD」(09 は版番号)とする。 

・台帳管理ファイルは「REGISTER.XML」とし、DTD は

「REGIST06.DTD」(06 は版番号)とする。 

・着手前写真ファイルは「PRE-PIC.JPG」とする。 

・完成写真ファイルは「POST-PIC.JPG」とする。 

・その他管理ファイルは「OTHRS.XML」とし、DTD は

「OTHRS05.DTD」(05 は版番号)とする。 

 

本：20 

解：33 

・ファイル名 8文字以内、拡張子 3文字以内を基本とするが、

報告書オリジナルファイルの拡張子は４文字以内とする。 

・工事管理ファイルは「INDEX_C.XML」とし、工事管理ファイ

ルの DTD は「INDE_C09.DTD」(09 は版番号)とする。 

（中略） 

・工事管理ファイルは「INDEX_C.XML」とし、工事管理ファイ

ルの DTD は「INDE_C09.DTD」(09 は版番号)とする。 

・台帳管理ファイルは「REGISTER.XML」とし、DTD は

「REGIST06.DTD」(06 は版番号)とする。 

・着手前写真ファイルは「PRE-PIC.JPG」とする。 

・完成写真ファイルは「POST-PIC.JPG」とする。 

・その他管理ファイルは「OTHRS.XML」とし、DTD は

「OTHRS05.DTD」(05 は版番号)とする。 

・BIM/CIM に関する管理ファイルは存在しない。 

DTD バージョン

変更 

 

文言を変更 

 

BIM/CIM を追加 

6.ファイルの命名

規則 

本：18 

解：29 

・各管理ファイルのスタイルシートのファイル名は、

「INDE_C08.XSL」、「PLAN05.XSL」、「MEET05.XSL」、

「OTHRS05.XSL」とする。 

本：21 

解：34 

・各管理ファイルのスタイルシートのファイル名は、

「INDE_C09.XSL」、「PLAN05.XSL」、「MEET05.XSL」、

「OTHRS05.XSL」とする。 

台帳フォルダに

ついて追記 



工事完成図書の電子納品等要領 本編 新旧対照表 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 新旧対照表 

11 
 

項目(番号は改定前) 工事完成図書の電子納品等要領 本編  R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 本編  R5.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R5.3 第 1 版 

理由 

頁 内容 頁 内容 

6.ファイルの命名

規則 

－ － 本：22 

解：35 

･BIM/CIM 実施計画書の命名規則は次図の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-4 BIM/CIM 実施計画書の命名規則 

･BIM/CIM 実施報告書の命名規則は次図の通り。 

 

 
 
 
 

図 6-5 BIM/CIM 実施報告書の命名規則 

 

その他 BIM/CIM 成果品に関する書類の命名規則はファイル

形式、命名規則を定めない。 

命名規則を追加 

7-1.電子成果品 解：31 ・オンラインによる納品が実施できない場合は、CD-R または

DVD-R、BD-R（一度しか書き込みができないもの）の使用によ

る。 

解：38 ・オンラインによる納品が実施できない場合は、CD-R、DVD-R

または BD-R（一度しか書き込みができないもの）の使用によ

る。 

文言を修正 

 

拡張子３文字「PDF」：固定

アンダースコア1文字
「_」：固定

英数字2文字：実施計画書の変更回数
  (nn)      　　（01～99　※1）
当初「00」固定　　変更回数「01～99」

大文字のアルファベット9文字
「BIMCIMPLA」：固定

BIMCIMPLA nn _ mm.PDF

英数字2文字：実施計画書フィルの連番
  (mm)      　　　（01～99　※1）

 

拡張子３文字　「PDF」：固定アンダースコア1文字
「_」：固定

大文字のアルファベット9文字
「BIMCIMREP」：固定

BIMCIMREP _ mm.PDF

英数字2文字：実施報告書ファイルの連番
  (mm)      　　　（01～99　※1）
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項目(番号は改定前) 工事完成図書の電子納品等要領 本編  R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 本編  R5.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R5.3 第 1 版 

理由 

頁 内容 頁 内容 

付属資料 1 

管理ファイルの DTD 

解： 

付 1-1 

 

解： 

付 1-1 

 

・バージョン番

号を変更 

 

・項目を追加 
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項目(番号は改定前) 工事完成図書の電子納品等要領 本編  R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 本編  R5.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R5.3 第 1 版 

理由 

頁 内容 頁 内容 

付属資料 1 

管理ファイルの DTD 

解： 

付 1-4 

 

解： 

付 1-4 

 

・バージョン番

号を変更 

 

・項目を追加 

 

 
constdata

INDE_C09.DTDの構造図

上から順に記述することを示す。

記述は任意。記述する場合は1回に限る。

+

必ず、１回記述する。

?

1

：

：

：

： 必ず、１回以上記述する。

* ： 記述は任意。複数の記述を認める。

基礎情報

1　－　#PCDATAメディア番号

打合せ簿フォルダ名

打合せ簿オリジナル
ファイルフォルダ名

DTD_version

1

1

メディア総枚数 1　－　#PCDATA

適用要領基準 1　－　#PCDATA

?　－　#PCDATA

?　－　#PCDATA

施工計画書フォルダ名

?　－　#PCDATA
施工計画書オリジナル

ファイルフォルダ名

?　－　#PCDATA

工事完成図フォルダ名 ?　－　#PCDATA

写真フォルダ名 ?　－　#PCDATA

その他フォルダ名

その他オリジナルファイルフォルダ情報

その他オリジナル
ファイルフォルダ名

地質データフォルダ名 ?　－　#PCDATA

?　－　#PCDATA

1　－　#PCDATA

その他オリジナルファイル
フォルダ日本語名

1　－　#PCDATA

工事件名等 1

1　－　#PCDATA発注年度

1　－　#PCDATA工事番号

1　－　#PCDATA工事名称

1　－　#PCDATA工事分野

1　－　#PCDATA工事業種

工種-工法型式 +

工種 +　－　#PCDATA

工法型式 +　－　#PCDATA

住所情報 +

1　－　#PCDATA工期開始日

1　－　#PCDATA工期終了日

1　－　#PCDATA工事内容

場所情報

1　－　#PCDATA測地系

1

水系-路線情報 *

?　－　#PCDATA対象水系路線名

?　－　#PCDATA現道-旧道区分

*　－　#PCDATA対象河川コード

*　－　#PCDATA左右岸上下線コード

*測点情報

起点側測点-n ?　－　#PCDATA

起点側測点-m ?　－　#PCDATA

終点側測点-n ?　－　#PCDATA

終点側測点-m ?　－　#PCDATA

*距離標情報

起点側距離標-n ?　－　#PCDATA

起点側距離標-m ?　－　#PCDATA

終点側距離標-n ?　－　#PCDATA

終点側距離標-m ?　－　#PCDATA

境界座標情報 1

1　－　#PCDATA西側境界座標経度

1　－　#PCDATA東側境界座標経度

1　－　#PCDATA北側境界座標緯度

1　－　#PCDATA南側境界座標緯度

施設情報

施設コード

+

発注者情報

1　－　#PCDATA発注者-大分類

1

1　－　#PCDATA発注者-中分類

?　－　#PCDATA発注者-小分類

受注者情報

1　－　#PCDATA受注者名

1

?　－　#PCDATA受注者コード

予  備 *　－　#PCDATA

ソフトメーカ用ＴＡＧ *　－　#PCDATA

台帳フォルダ名

台帳オリジナル
ファイルフォルダ名

1　－　#PCDATA

?　－　#PCDATA

台帳オリジナルファイルフォルダ情報 *

台帳オリジナルファイル
フォルダ日本語名

?　－　#PCDATA

1　－　#PCDATA工事実績システム登録番号

1　－　#PCDATA発注者コード

住所コード +　－　#PCDATA

住  所 +　－　#PCDATA

測地系

緯度経度 ?

施設情報緯度

施設情報経度

平面直角座標 1

施設情報平面直角座標系番号

施設情報平面直角座標X座標

施設情報平面直角座標Y座標

施設名称

1　－　#PCDATA

1　－　#PCDATA

1　－　#PCDATA

1　－　#PCDATA

1　－　#PCDATA

1　－　#PCDATA

1　－　#PCDATA

1　－　#PCDATA

1　－　#PCDATA工事担当課

ICONフォルダ名 ?　－　#PCDATA

BIMCIMフォルダ名 ?　－　#PCDATA

1　－　#PCDATAICON対象

1　－　#PCDATABIMCIM対象
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項目(番号は改定前) 工事完成図書の電子納品等要領 本編  R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R4.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 本編  R5.3 第 1 版 

工事完成図書の電子納品等要領 同解説 R5.3 第 1 版 

理由 

頁 内容 頁 内容 

付属資料 2  

管理ファイルの 

XML 記入例 

解： 

付 2-1 

 

解： 

付 2-1 

 

・バージョン番

号を変更 

 

・項目を追加 
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